
全員で 進もう！ 

EMO-１グランプリ 

  先週、６年生にむけた EMO-１グランプリに関する出前授業がありました。松竹芸能の芸

人さんに来ていただき、漫才や英語の表現などについて体験しながら学びました。芸人さ

んの生の漫才を見せてもらったり、芸人さんとコンビを組んで漫才をしたり、英語での表現

で大切なことを教えてもらったり、楽しんで活動するようすが印象的でした。 

今回の取組では、漫才づくりを通して、自分の思いや考えを表現する経験をしました。資

料には、漫才づくりを通して「発想力・創造力」「論理的思考力」「プレゼンテーション力

（表現力）」を育てることが示されていました。また、相手とのやり取りや、表情・ジェスチャー、

声の大きさやイントネーションなども、伝わりやすい表現をつくる大切な要素として紹介され

ていました。「気持ちや考えを、自分の言葉で表現する」と聞くと、つい「日本語で文章を書

く」「自分の意見を話す」といった姿を思い浮かべがちです。しかし、表現する方法は、それ

だけではありません。 

外国語で伝えてみる。漫才のように「笑い」をのせて伝えてみ

る。表情やジェスチャーを加えてみる。声の大きさや話す速さを工

夫してみる。誰かと掛け合いながら伝えてみる。方法が変わって

も、土台にあるのは、「自分の思いや考えを、相手に届けたい」と

いうことです。だからこそ、学校でさまざまな表現方法に出会うこ

とには意味があると思います。たくさんの方法を経験する中で、

「自分はこの方法なら伝えやすい」「こうすれば相手に伝わりやす

い」と、自分なりの表現の仕方を見つけていくことができます。 

表現することは、自分を伝え、相手とつながること。EMO-１の授業をみていて、これから

も教科等の枠を越えて、子どもたちが「こんな伝え方もあるんだ」と思える経験を大切にし

ていきたいと思える時間になりました。 

 

全
ぜん

  進
しん

 
確かな学び通信 

20２6．９．１０ 


